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　関東圏にある 4 年制私立大学に所属する大学 1―4 年生
74 名とした（男性 41 名・女性 33 名）。調査期間は，2013












　（a） 性別，（b） 学年，（c） 年齢，（d） 所属団体 （運動系サー
クル・文化系サークル・運動系部活・文化系部活・その他




（集団エンターテイメント）× 2 （メリット・デメリット） で











平均年齢は 21.14 歳であり，標準偏差は 1.38 であった。また，











































　本研究では，調査の目的に沿って，Table 1 の 3 項目か
らなる尺度を用いた。この尺度は集団エンターテイメント
参加行動の変容ステージを示しており，実行期，関心期，









質問は Table 2 に示した 8 項目であった。項目群は，心理














　因子における項目の内容 因子負荷量 平均値 ( 標準偏差 )
メリット因子
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人たちともっと仲良くなれる。 0.85 4.01 (0.91)
　このエンターテイメントに参加すると楽しい。 0.77 4.10 (0.97)
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人との関係性の維持につながる。 0.59 3.32 (1.09)
デメリット因子
　このエンターテイメントは， 
　遠方で開催されているので，参加するのが難しい。 0.82 3.00 (0.92)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　お金がかかりすぎる。 0.80 3.00 (1.12)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　時間的なスケジュールが合わせにくい。 0.69 2.14 (1.10)
Table 5 複合スポーツアトラクションの因子構造
　因子における項目の内容 因子負荷量 平均値 ( 標準偏差 )
メリット因子
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人たちともっと仲良くなれる。 0.90 4.45 (0.72)
　このエンターテイメントに参加すると楽しい。 0.85 4.23 (0.88)
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人との関係性の維持につながる。 0.83 3.68 (0.95)
デメリット因子
　このエンターテイメントに参加するには， 
　時間的なスケジュールが合わせにくい。 0.79 2.89 (1.10)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　お金がかかりすぎる。 0.79 2.57 (1.06)
　このエンターテイメントは， 
　遠方で開催されているので，参加するのが難しい。 0.75 2.10 (1.18)
Table 6 ロックフェスティバルの因子構造
　因子における項目の内容 因子負荷量 平均値 ( 標準偏差 )
メリット因子
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人たちともっと仲良くなれる。 0.82 4.69 (0.72)
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人との関係性の維持につながる。 0.74 4.26 (0.98)
　このエンターテイメントに参加すると楽しい。 0.67 3.66 (1.10)
デメリット因子
　このエンターテイメントは， 
　遠方で開催されているので，参加するのが難しい。 0.76 3.96 (1.00)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　お金がかかりすぎる。 0.71 3.81 (0.97)
　このエンターテイメントに参加するには， 































　因子における項目の内容 因子負荷量 平均値 ( 標準偏差 )
メリット因子
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人たちともっと仲良くなれる。 0.87 4.22 (1.15)
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人との関係性の維持につながる。 0.87 4.23 (1.01)
　このエンターテイメントに参加すると楽しい。 0.82 3.84 (1.06)
デメリット因子
　このエンターテイメントは， 
　遠方で開催されているので，参加するのが難しい。 0.77 3.14 (1.10)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　時間的なスケジュールが合わせにくい。 0.74 2.43 (1.10)
　このエンターテイメントに参加するには， 
　お金がかかりすぎる。 0.70 1.74 (0.87)
Table 8 サバイバルゲームの因子構造
　因子における項目の内容 因子負荷量 平均値 ( 標準偏差 )
メリット因子
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人たちともっと仲良くなれる。 0.89 3.46 (1.34)
　このエンターテイメントに参加すると楽しい。 0.86 3.58 (1.23)
　このエンターテイメントに参加すると， 
　参加した人との関係性の維持につながる。 0.85 3.22 (1.32)
デメリット因子
　このエンターテイメントに参加するには， 
　時間的なスケジュールが合わせにくい。 0.81 3.50 (1.22)
　このエンターテイメントは， 
　遠方で開催されているので，参加するのが難しい。 0.78 3.35 (1.14)
　このエンターテイメントに参加するには， 
































































































































































































17.54*** 1>3 , 2>3
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  ***p ＜ .001
